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研究テーマ 

○アイルランドを中心とした中世ブリテン諸島史（とくに各王国や王権

に関する研究） 
○中世アイルランドのキリスト教史（修道院や聖人に関する研究） 
○「ケルト」問題に関する研究 
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 学術関係の受賞歴 

 
社会活動 

1997 年から 1998 年まで国際ロータリー財団奨学生としてアイルランド国立大学ユニヴァ

ーシティ・カレッジ・ダブリンに留学． 
日本西洋史学会第 60 回大会（2010 年度）準備委員． 

技術相談・協力できるテーマ 

アイルランドとブリテンの歴史と文化全般     ヨーロッパ中世史全般 

 


